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_GetInfo ILinfo構造体の取得

dx:ax←ILinfo構造体のアドレス

_Stay ドライバーの常駐

レジスタの保存(フラグ含む)
割り込み禁止

ds:si←パート個別構造体 ch1
ds:si←パート共通構造体

heap領域は4096byte以上存在するか？

ワーク領域全体の0リセット

割り込みVectorの設定

WTD_Tempoを120に、
WTD_TempoCounterを0に設定

Yes No

ax←0x0001

ax←0x0000

レジスタの復帰(フラグ含む)

ds:bx←heap領域先頭（ワークアドレス）

通信回線の初期化"C_Open"の実行

ドライバーの初期化"_Init"の実行

タイマーの初期化"T_Open"の実行



_StayOut ドライバーの常駐解除

タイマー動作の終了"T_Close"の呼び出し

ds:di←パート個別構造体 ch1
ds:si←パート共通構造体

_Init ドライバーの初期化

ds:bx←heap領域先頭（ワークアドレス）

通信動作の終了"C_Close"の呼び出し

ドライバーの初期化"_Init"の呼び出し

レジスタの保存(フラグを含む)
割り込み禁止

割り込みVectorの復帰

ax←0x0000

レジスタの復帰(フラグを含む)

曲の停止"_MusicStop"の呼び出し

効果音の停止"_EffectStop"の呼び出し

PcmVoiceの停止"_PcmStop"の呼び出し

Wonder Swan内蔵PCM音源の初期化"SP_Init"の呼び出し

外部MIDI音源の初期化"SM_Init"の呼び出し



_MusicPlay , _EffectPlay 演奏開始(1)

レジスタの保存(フラグを含む)
割り込み禁止

演奏の停止"_MusicStop"の呼び出し
（効果音の停止"_EffectStop"の呼び出し）

ds:di←パート個別構造体 ch1 (効果音ch1)
ds:si←パート共通構造体

ds:bx←heap領域先頭（ワークアドレス）

"_ChangeFar"への引数←曲(効果音)データのアドレス

farアドレスのオフセットを0に変換する"_ChangeFar"関数の呼び出し

ch←PCM音色の数量
cl←エンベロープの数量
bx←データのポインタ

es:bx←曲データ・効果音データの先頭アドレス

Yes No

ＷＴＤ形式データ？

Yes No

ax←0x0001

ax←0x0002

Versionはドライバーの
バージョンより高いか？

while(ch≠0)

PCM音色の設定"_PcmVoiceSet"の呼び出し

"_PcmVoiceSet"引数に音色番号とポインタを格納する。

ch--
bx(ポインタ)を、次のデータ列にする。

レジスタの復帰(フラグを含む)



_MusicPlay , _EffectPlay 演奏開始(2)

while(ch≠0)

エンベロープの設定"_SoftEmbSet"の呼び出し

"_SoftEmbeSet"引数に音色番号とポインタを格納する。

cl--
bx(ポインタ)を、次のデータ列にする。

ch←パート数
bx←演奏(発生)アドレス

パート個別構造体を初期値にする。

while(ch≠0)

ch--
diパート個別構造体を、次のチャンネルの構造体にする。

演奏フラグ"WTD_Sys_Flag"のWTD_Sys_Musicを"H"にする。
パート数"WTD_Sys_MusicPart"を設定する。

テンポを全音符を192にしたときに120になるように設定する。
"WTD_Sys_Tempo"を120、"WTD_TempoCounter"を0にする。（※効果音はこの処理は無し。）

ax←0



_MusicStop , _EffectStop 演奏終了

レジスタの保存(フラグを含む)
割り込み禁止

ds:bp←heap領域先頭（ワークアドレス）
ds:di←パート個別構造体 ch1 (効果音ch1)
ds:bx←パート共通構造体

ch←今演奏しているデータのチャンネル数

while(ch≠0)

テンポを全音符を192にしたときに120になるように設定する。
"WTD_Sys_Tempo"を120、"WTD_TempoCounter"を0にする。（※効果音はこの処理は無し。）

レジスタの復帰(フラグを含む)

演奏(効果音)状態"WTD_Sys_Flag"をDisableにする。

ch--
diパート個別構造体を、次のチャンネルの構造体にする。

演奏終了する。"WTD_FlagChannel"

LFO,エンベロープを停止する。"WTD_FlagChannel"

キーオフする。

Exprssionを０に設定する。

ベンドを8192(中央)に設定する。

音色を０番に設定する。

MIDI Control Changeで、パンポットを64(中央)に設定する。

音量を設定するdx=I_Table_Frection、"I_Table_Jump"を呼び出す

モードを設定するdx=I_Table_Voice、"I_Table_Jump"を呼び出す

効果音からの復帰処理
"I_Effect_Retuen"を
呼び出す。

赤字 ： _MusicStopの時の処理
青字 ： _EffectStopの時の処理



_PcmPlay PcmVoice効果音開始(1)

レジスタの保存(フラグを含む)
割り込み禁止

PcmVoiceの停止"_PcmStop"の呼び出し

ds:di←パート個別構造体 PCM (効果音 PCM)
ds:si←パート共通構造体

ds:bx←heap領域先頭（ワークアドレス）

"_ChangeFar"への引数←wavデータのアドレス

farアドレスのオフセットを0に変換する"_ChangeFar"関数の呼び出し

es:bx←wavデータの先頭アドレス

RIFF,WAVE形式である。

"fmt"チャンクが無く、ポインタは先頭64K以内。

ポインタのインクリメント

ファイル中に"fmt"チャンクがあり、8bit , モノラルのデータである。

"data"チャンクが無く、
ポインタは先頭64K以内。

ファイル中にdata"チャンクがある。

ポインタのインクリメント

ax←0x02

No Yes

No Yes

ax←0x03

No
Yes



_PcmPlay PcmVoice効果音開始(2)

_PcmStop PcmVoice効果音停止

レジスタの保存(フラグを含む)
割り込み禁止

ds:di←パート個別構造体 PCM (効果音 PCM)
ds:si←パート共通構造体

ds:bx←heap領域先頭（ワークアドレス）

ax←0x01

レジスタの復帰(フラグを含む)

レジスタの復帰(フラグを含む)

WaveDataSize←データサイズ

PcmAddress←データの先頭アドレス

FlagControll←Set WTD_Ctrl_Effect
Reset WTD_Ctrl_PlayEndR

Sys_TempoCounter←1

Sys_Flag←WTD_Sys_Pcm + WTD_Sys_EffectMask2
Reset WTD_Sys_PcmEndR

Channel2をPcmVoiceモードにする。
ax←PcmVoiceMode_Set ／ "SP_Set_Channel"

ax←0x00

Sys_Flag←Set "WTD_Sys_PcmEnd"



_PcmVocieSet Pcm音色の設定

レジスタの保存

es:bx←heap領域先頭（ワークアドレス）
es:di←音色格納先頭アドレス

ax←0x00

ax←0x11

ds:si←引数(送り元アドレス)
es:di←+音色番号×16(送り先アドレス)

16Byteのブロック転送

音色番号(引数)は、16未満

No Yes

_SoftEmbSet エンベロープの設定

レジスタの保存

es:bx←heap領域先頭（ワークアドレス）
es:di←エンベロープ格納先頭アドレス

ax←0x00

ax←0x11

ds:si←引数(送り元アドレス)
es:di←+エンベロープ番号×16(送り先アドレス)

16Byteのブロック転送

エンベロープ番号(引数)は、24未満

No Yes



_ChangeFar ファーアドレスのオフセット0x0000化

dx←ax

ax←オフセットアドレス

ax←ax and 0x000F

dx←( dx ÷ 16 ) + セグメントアドレス

その他のInDirectLiblary関数
_SoundSetChannel チャンネルモードの設定
_SoundGetChannel チャンネルモードの取得
_SoundSetOutput 出力モードの設定
_SoundGetOutput 出力モードの取得
_SoundGetRundom 乱数の取得

　これらの関数は、FreyaBIOSと同等の動作をする。



_SetMusicVolume, ＢＧＭの音量を設定
_SetEffectVolume, 効果音の音量を設定
_SetPcmVolume PCM Vocieの音量を設定

レジスタ保存

ds:si←パート共通構造体

ds:bx←heap領域先頭（ワークアドレス）

Sys_VolumeMusic ← ax
(又は、"Sys_VolumeEffect"か"Sys_VolumePCM")

レジスタの復帰

ax←引数

ax ←　ax and 0x0F (PCMVoiceのみ)

音量設定"SP_Set_VolumePCM"の呼び出し。
(PCMVoiceのみ)

_GetMusicVolume, ＢＧＭの音量を取得
_GetEffectVolume, 効果音の音量を取得
_GetPcmVolume PCM Vocieの音量を取得

レジスタ保存

ds:si←パート共通構造体

ds:bx←heap領域先頭（ワークアドレス）

ax ← Sys_VolumeMusic
(又は、"Sys_VolumeEffect"か"Sys_VolumePCM")

レジスタの復帰



I_Start 割り込み　メインルーチン

汎用レジスタ・セグメントレジスタの保存。

End Of Interruptの発行。

SRAM Bankは、"/ram0"にアクセス中でないか？

heap領域の先頭アドレスを取得。(WTDのワークアドレスとなる。)

汎用レジスタ・セグメントレジスタの復帰。

PCM Voice発生中か？WTD_Sys_Flag.WTD_Sys_Pcm="H"

PCM発生ルーチン"I_PCM"の呼び出し。

テンポカウント値"WTD_TempoTimer"は0であるか？
(PCM Voice未発生時は常に0になる。)

演奏・効果音ルーチン"I_MusicEffect"の呼び出し。

I_PCM PCM Voiceメインルーチン

PcmVoice発生終了？　"WTD_Sys_PcmEnd"="H"

di←パート個別構造体ポインタ 効果音ch2 PcmVoice

効果音発生ルーチン"I_PcmVoice"の呼び出し。

テンポ用カウンタ"WTD_Sys_TempoCount"のディクリメント




























